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〔彙　報〕

　2014（平成26）年度の文学研究科英文学専攻（博士前期・後期課程）の動向
を報告します。

行　事
2014年 4 月１日　平成26年度入学式（入学者：博士前期課程 1名）

	 入学者
	 	 博士前期課程１年
	 	 	 笹井　果歩

	 在籍者
	 	 博士後期課程 3年
	 	 	 中村　晴香
	 	 博士前期課程 2年
	 	 	 北田　沙織
	 	 	 土開　彩花
	 	 	 西　　里英
	 	 	 星川　知歩
	 	 	 室𥔎　朝香
	 	 	 山下　あや

2014年11月 1 日　英文学会2014年度大会

2014年11月26日　修士論文中間報告会（ 6名）

2014年10月11日　平成27年度大学院入学試験（秋季）博士前期課程
　　　　　　　　博士前期課程合格者　１名
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2015年 1 月22日　博士論文公開審査会（ 1名）

1 英文学 大
おお

西
にし

　祥
よし

惠
え モダニズムの胃袋─

Virginia Woolfと同時代の小
説における食の表象

（主査）武田美保子
（副査）�中村　紘一	

佐伯　惠子

2015年 2 月12日　文学研究科委員会にて大西祥惠さんが博士学位授与判定で
　　　　　　　　承認されました。

2015年 2 月18日　修士論文口頭試問

1 英文学 北
きた

田
だ

　沙
さ

織
おり The Theme of Domination in 

The Picture of Dorian Gray

（主査）廣田　園子
（副査）�武田美保子	

J. B. ゴードン

2 英文学 土
ど

開
かい

　彩
あや

花
か

An Investigation into 
English-Japanese
Dictionaries for a Contribution 
to English-language 
Education: Focusing on the 
Relationship between the 
Modal Verb Will and the 
Japanese Word Darou

（主査）石田　秀雄
（副査）�甲斐　雅之	

高橋　勝忠

3 英文学 西
にし

　　里
り

英
え Some Problems about the 

Acquisit ion of  “ - ish” for 
Japanese Learners

（主査）高橋　勝忠
（副査）�石田　秀雄	

甲斐　雅之

4 英文学 星
ほし

川
かわ

　知
ち

歩
ほ Teaching the Subjunctive 

Mood in English

（主査）石田　秀雄
（副査）�甲斐　雅之	

高橋　勝忠

5 英文学 室
むろ

﨑
さき

　朝
とも

香
か

Irony toward Class 
Consciousness Revealed 
in the Relationships 
among the Female 
Characters in Emma

（主査）武田美保子
（副査）�J. B. ゴードン	

廣田　園子

6 英文学 山
やま

下
した

　あや The Aesthetics of Emily 
Dickinson

（主査）下村　伸子
（副査）�中村　紘一	

佐伯　惠子

2015年 2 月21日　平成27年度大学院入学試験（春季）博士前・後期課程
　　　　　　　　博士後期課程合格者 6名
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◇�京都女子大学大学院文学研究科紀要英文学専攻『英語英文学論輯』第14号をお
届けします。

◇本号の査読委員は次の 4名です。
　　石田　秀雄　　　（本学教授）
　　佐伯　惠子　　　（本学教授）
　　武田美保子　　　（本学教授）
　　中村　紘一　　　（本学教授）

◇本号の執筆者は次の 6名です。（掲載順）
　　Jan. B. ゴードン（本学教授、英文学領域）
　　高橋　勝忠　　　（本学教授、英語学領域）
　　廣田　園子　　　（本学准教授、英文学領域）
　　中村　晴香　　　（博士後期課程 3回生、英文学領域）
　　武田美保子　　　（本学教授、英文学領域）
　　神尾　春香　　　（博士前期課程修了生、英文学領域）

◇ �Jan. B. ゴードン先生、F. マルティネス先生がこの 3月で退職されます。大学
院研究科の発展にご尽力頂き、感謝申し上げます。お二人の先生の益々のご
活躍とご健康をお祈りします。本誌の今後の発展と院生の研究ならびに英文
学専攻の益々の充実を祈念します。� （K. T.）

編　集　後　記
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